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１．はじめに 

鋼橋の耐久性を支配する主要な劣化要因は，腐食と疲

労である．したがって，腐食と疲労さえコントロールで

きれば，鋼橋の耐久性を確保することは容易となる．通

常，鋼橋では塗装等の適切な防錆対策がなされることか

ら，腐食の影響は，腐食を受けた後の鋼部材の疲労強度

で評価できると考えられる． 

前報では¹⁾，余部橋梁の撤去桁で特に腐食が著しい箇

所から切り出した試験体を用いて疲労試験を行い，100

年近く塩害環境下で使用された鋼桁の疲労挙動を検討

した．本報では，主桁添接部の下フランジ付近から切り

出した試験体を用いて疲労試験を行い，リベット桁添接

部の疲労挙動について検討した． 

２．方法 

(1)試験体と載荷方法 

図-1 に試験体の形状と寸法，載荷方法を示す．試験体

は添接部を有する 11 連目中央部の海側主桁下部から採

取し，新たに上フランジ板を溶接で取り付けた．なお，

試験体の寸法は，疲労試験機の空間的な制約と載荷能力

から決定した． 載荷方法は 2 点載荷とし，試験部が等

曲げモーメント範囲となるように載荷位置間隔を設定

した．  

図-2 に下フランジ添接部の板組状況を示す．元々の下

フランジ部材は鋼板 2 枚とアングル材で構成されてお

り，それらの上下を添接部材ではさみこんでいる．また，

下フランジの板継ぎ部は1断面に重ならないように3断

面に分散されている．  

(2)ひずみゲージ貼り付け方法 

図-3 に示すように，ひずみゲージは下フランジ下面に

公称応力測定用に 18 枚，局部応力測定用にリベット近

傍に 53 枚貼り付けた．ひずみゲージはゲージ長さ 3mm

の 1 軸ゲージを使用した．  

(3)疲労試験方法 

疲労試験では，載荷点ごとに，最小荷重を 20kN とし

て荷重範囲 260kN を載荷した．荷重繰り返し速度は 2Hz

程度である．疲労試験中は適宜試験機を停止し，目視や

MT により亀裂の検出を試みた． 

３．試験結果 

(1)静的載荷試験 

図-3 に下フランジ下面の長手方向応力の分布を示す．

測定値は幅方向にばらつきがみられ，板継ぎ部や断面変

化部では最大で公称応力の 1.3倍程度の局部応力が計測

された． 

 

図-1 試験体の形状と寸法，載荷方法 
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(2)疲労試験結果 

図-4 と写真-5 に亀裂発生位置と発生状況を示す．疲

労亀裂は 80 万回時点で，外側の板継ぎ部近傍のリベッ

ト孔の板幅方向 2 か所から生じており，この時点で疲労

試験を終了した．  

図-6～7 に応力範囲と疲労寿命の関係を示す．本試験

体の破断寿命は，実測の平均応力で整理すると，非溶接

継手に対する疲労強度等級²⁾の D 等級以上，実測の最

大応力では C 等級以上となる． 

４．まとめ 

(1)板継ぎ部周辺や断面変化部では，最大で公称応力の

1.3 倍程度の局部応力が計測された． 

(2)疲労亀裂は，外側の板継ぎ部近傍のリベット孔の板

幅方向 2 か所から発生した． 

(3)疲労強度は，実測の平均応力で非溶接継手に対する

疲労強度等級²⁾の D 等級以上，実測の最大応力では C

等級以上であった． 
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図-2 下フランジ・添接部の板組(○は板継ぎ部) 

 

 

図-3 下フランジ下面応力の長手方向分布 

 

図-4 亀裂発生位置(下フランジ下面) 

 
写真-5 発生した亀裂(N=80 万回) 

 
図-6 各試験体の疲労試験結果(実測平均応力) 

 
図-7 各試験体の疲労試験結果(実測最大応力)
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